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一
、
底
本
の
概
要

　

新
潟
市
の
白
山
神
社
境
内
（
中
央
区
一
番
堀
通
町
）
に
建
つ
『
昭
忠
碑
』
は
、
日
清
・
日

露
戦
争
の
戦
死
者
百
二
十
名
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
神
武
天
皇
が
右
手
に
金
鵄
を
掲

げ
、
左
手
に
大
弓
を
携
え
、
両
足
下
に
地
球
儀
を
踏
ま
え
る
。
こ
の
意
匠
は
、
東
京
美
術
学

校
教
授
・
島
田
佳
矣
に
よ
る
も
の
と
い
う
。
鋳
造
は
岡
崎
雪
聲
が
手
掛
け
た
。
銘
板
の
「
昭

忠
」
は
、
山
縣
有
朋
の
揮
毫
で
あ
る
。
台
座
の
高
さ
は
九
尺
（
約
二
七
三
セ
ン
チ
）
、
そ
の

上
に
載
る
銅
像
の
高
さ
は
、
神
武
天
皇
像
と
地
球
儀
と
を
合
わ
せ
て
九
尺
五
寸
（
約
二
八
八

セ
ン
チ
）
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
二
十
八
日
に
除
幕
式
が
挙
行

さ
れ
た
。
新
潟
県
内
に
現
存
す
る
屋
外
銅
像
と
し
て
最
古
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

冒
頭
に
掲
げ
た
写
真
〔
図
１
〕
は
、
新
潟
市
所
蔵
（
文
化
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
部
歴
史
文
化

課
所
管
）
「
西
潟
家
文
書
」
中
の
「
白
山
公
園
昭
忠
碑
完
成
記
念
大
判
台
紙
写
真
」
（
台
紙

に
貼
り
付
け
ら
れ
た
プ
リ
ン
ト
本
紙
寸
法
は
縦
五
一
・
三×

横
三
九
・
七
セ
ン
チ
）
で
あ

る
。
こ
こ
に
翻
刻
す
る
『
昭
忠
碑
記
録
』
「
紀
念
写
真
贈
与
」
の
項
に
あ
る
、
関
係
機
関
・

学
校
・
関
係
者
な
ど
に
配
布
さ
れ
た
と
い
う
七
十
四
枚
の
内
の
一
枚
と
考
え
ら
れ
る
。

　

『
昭
忠
碑
記
録
』
は
、
こ
の
銅
像
の
建
立
経
緯
に
関
す
る
最
も
重
要
な
史
料
で
あ
ろ
う
。

村
島
滋
編
著
『
新
潟
白
山
神
社
史
』
（
新
潟
白
山
神
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
〇
七
〜
三
〇
八

頁
）
に
も
一
部
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
全
文
の
翻
刻
は
管
見
の
限
り
本
稿
以
前
に
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
所
蔵
を
確
認
で
き
た
の
は
、
新
潟
県
立
図
書
館
の
み
で
あ
っ
た
。
原
本

〔
図
２
〕
は
A
５
判
、
口
絵
に
写
真
版
〔
図
３
〕
が
置
か
れ
、
更
紙
の
本
文
が
続
く
。
残
念

な
が
ら
、
同
館
本
は
巻
末
の
少
な
く
と
も
二
葉
・
四
頁
分
が
失
わ
れ
、
不
完
全
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

幸
い
に
も
、
本
康
宏
史
氏
（
金
沢
星
稜
大
学
教
授
）
よ
り
複
写
版
の
御
貸
与
を
頂
い
た
。

こ
の
複
写
版
の
表
紙
に
は
「
明
治
四
十
年
四
月
／
新
潟
市
白
山
公
園
内
ニ
建
設
／
昭
忠
碑
記

録
／
平
成
七
年
八
月
／
新
潟
市
郷
友
会　

複
写
」
（
斜
線
は
改
行
、
以
下
同
）
と
あ
る
。
新

潟
県
立
図
書
館
本
に
は
欠
け
て
い
る
二
十
七
〜
二
十
九
頁
が
含
ま
れ
て
お
り
、
完
本
と
思
わ

れ
る
。

　

新
潟
県
立
図
書
館
本
と
複
写
版
を
併
せ
、
翻
刻
の
底
本
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
昭
忠

碑
の
建
立
経
緯
を
簡
略
に
ま
と
め
、
現
時
点
で
の
考
察
を
幾
ば
く
か
記
し
て
、
解
題
に
代
え

た
い
。

史
料
翻
刻
『
昭
忠
碑
記
録
』

藤
井　

素
彦〔図１〕白山公園昭忠碑完成記念大判台紙写真（新潟市蔵）

〔図2〕『昭忠碑記録』表紙（明治40年、新潟県立図書館蔵）

〔
解
題
〕

–
二
–



46

　
二
、
建
立
の
経
緯

　
建
立
の
主
体
は
、
新
潟
市
在
郷
軍
人
団
で
あ
っ
た
。
同
団
の
創
立
は
、
碑
の
竣
工
に
先
立

つ
こ
と
八
年
、明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
三
月
十
六
日
の『
新

潟
新
聞
』
に
は
、
同
二
十
一
日
の
新
潟
市
在
郷
軍
人
団
創
立
大
会
に
つ
い
て
、「
軍
人
諸
君
の

出
席
を
望
む
／
但
し
会
費
　
金
三
十
五
銭
」
と
の
広
告
が
、
八
木
孝
助
以
下
十
五
名
の
連
名

の
も
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
紙
二
十
三
日
の
記
事
全
文
を
引
く
。

　
　
○
新
潟
市
在
郷
軍
人
団
の
発
会
式
　
同
発
会
式
は
一
昨
日
午
後
一
時
よ
り
白
山
公
園
偕

　
　
楽
館
に
於
て
挙
行
せ
し
が
出
席
者
は
在
郷
軍
人
一
百
余
名
に
て
少
尉
八
木
孝
助
氏
開
会

　
　
の
趣
旨
を
述
べ
勝
間
田
知
事
は
軍
人
団
結
を
祝
す
る
の
演
説
あ
り
夫
れ
よ
り
同
団
の
規

　
　
約
を
議
定
し
役
員
の
選
挙
に
至
り
槇
尾
平
吉
氏
は
立
て
団
長
に
少
尉
八
木
孝
助
氏
、
副

　
　
団
長
に
同
田
中
彥
藏
氏
を
満
場
の
賛
成
を
得
て
推
挙
せ
ん
と
述
べ
両
氏
を
推
挙
し
次
に

　
　
八
木
団
長
よ
り
幹
事
に

 

　
　
奥
山
　
七
郎 

　
　
槇
尾
　
平
吉 

　
　
廣
川
　
兵
吉

　
　
評
議
員
に

 

　
　
齋
藤
　
少
尉 

　
　
丸
田
　
少
尉 

　
　
伊
藤
　
次
郎

 

　
　
産
江
　
龜
吉 

　
　
島
谷
　
淸
次
郎

　
　
の
諸
氏
を
推
挙
し
次
に
団
長
八
木
少
尉
勅
語
を
奉
読
し
　
天
皇
陛
下
万
歳
軍
人
団
万
歳

　
　
を
三
唱
し
次
に
宴
会
に
移
り
た
る
が
其
間
音
楽
隊
の
奏
楽
数
曲
あ
り
余
興
に
は
煙
火
及

　
　
び
松
林
蟻
圓
の
講
談
、
角
藤
定
憲
一
座
の
剣
舞
等
あ
り
頗
る
盛
会
な
り
し

　
発
会
式
が
開
か
れ
た
白
山
公
園
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
十
五
日
の
太
政
官
布

告
第
十
六
号
が
各
府
県
に
求
め
た「
万
人
偕
楽
ノ
地
」と
し
て
上
申
さ
れ
、我
が
国
最
初
の「
公

園
」の
一
つ
と
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。当
時
は
信
濃
川
と
一
番
堀
に
囲
ま
れ
た
親
水
地
で
あ
り
、

河
岸
の
松
原
越
し
に
弥
彦
山
と
角
田
山
を
望
む
景
勝
の
地
で
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
九
年
（
一

九
三
四
）
に
信
濃
川
側
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
一
番
堀
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
。

発
会
式
の
会
場
に
用
い
ら
れ
た
偕
楽
館
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
五
月
に
竣
工
、
会

合
な
ど
に
供
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
。

　『
昭
忠
碑
記
録
』
巻
頭
の
「
建
碑
経
過
」
に
よ
れ
ば
、
昭
忠
碑
の
企
画
が
起
こ
っ
た
の
は
明

治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
初
め
の
こ
と
と
い
う
。
日
清
戦
争
後
、日
和
山
共
同
墓
地
（
新

潟
市
中
央
区
四
ツ
屋
町
）
に
建
て
ら
れ
た
木
碑
が
朽
ち
、
こ
れ
に
代
る
永
続
的
な
慰
霊
碑
と

し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
三
十
六
年
に
は
新
潟
市
長
か
ら
白
山
公
園
内
に
敷
地

の
使
用
許
可
を
与
え
ら
れ
、
県
知
事
か
ら
寄
付
金
募
集
を
認
可
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、
工

費
は
千
五
百
円
と
目
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
当
初
は
現
状
と
は
全
く
異
な
る
意
匠
が
考
え
ら

れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

〔図3〕『昭忠碑記録』口絵（新潟県立図書館蔵）

–
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白
山
公
園
で
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
明
治
天
皇
の
成
婚
二
十
五
周
年
を
祝

う
式
典
が
開
か
れ
、
二
十
九
年
に
は
遼
東
半
島
還
付
紀
念
大
会
、
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

に
は
日
露
戦
争
第
一
回
官
民
合
同
祝
勝
会
、
三
十
九
年
に
は
新
潟
市
凱
旋
軍
人
歓
迎
会
な
ど

が
開
か
れ
て
い
る
。
飛
田
範
夫
「
白
山
公
園
の
歴
史
と
そ
の
価
値
」
（
『
平
成
24
年
度
新
潟

市
文
化
財
調
査
概
要
』
新
潟
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
白
山

公
園
は
歓
楽
地
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
「
追
憶
・
記
念
の
場
」
と
し
て
も
機
能
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
動
向
を
決
定
付
け
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

竣
工
の
昭
忠
碑
で
あ
り
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
竣
工
の
「
贈
正
四
位
竹
内
式
部
君
之

碑
」
で
あ
っ
た
。

　

昭
忠
碑
建
立
の
た
め
に
七
百
円
余
の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九

〇
四
）
二
月
の
日
露
開
戦
に
よ
っ
て
新
潟
市
在
郷
軍
人
団
の
団
員
た
ち
も
再
び
出
征
、
計
画

は
中
断
さ
れ
た
。
事
業
再
開
は
終
戦
後
の
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
三
月
、
新
た
に
日

露
戦
争
の
戦
死
者
を
加
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
折
し
も
解
散
し
た
新
潟
市
軍
人
家
族
救

護
会
か
ら
残
余
金
二
千
百
余
円
が
寄
付
さ
れ
、
工
費
は
約
三
千
円
と
倍
増
が
期
さ
れ
た
が
、

『
昭
忠
碑
記
録
』
の
「
建
設
費
」
に
あ
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
除
幕
式
の
費
用
な
ど
も
含

め
て
六
千
円
を
超
え
て
い
る
。

　

同
年
十
月
十
二
日
、
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
山
縣
有
朋
の
揮
毫
は
十
二
月
に
届
き
、
翌
四

十
年
三
月
に
新
潟
市
本
町
通
九
番
町
の
久
保
田
長
次
郎
が
銘
板
を
仕
上
げ
て
い
る
。
銅
像
は

四
月
十
五
日
に
到
着
、
来
越
し
た
岡
崎
雪
聲
の
立
会
い
の
も
と
、
十
九
日
に
据
え
付
け
を
終

了
し
た
。
造
園
は
東
港
町
二
ノ
丁
の
庭
師
・
後
藤
敬
太
郎
が
無
償
で
手
掛
け
た
。

　

除
幕
式
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
二
十
八
日
の
午
前
九
時
か
ら
挙
行
さ
れ

た
。
そ
の
前
々
日
二
十
六
日
の
『
新
潟
新
聞
』
に
は
、
白
山
公
園
で
は
「
除
幕
式
当
日
は
午

前
六
時
よ
り
午
後
二
時
ま
で
の
間
一
般
公
衆
の
入
場
を
拒
絶
す
」
と
見
え
て
お
り
、
相
当
の

人
出
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
除
幕
式
当
日
の
同
紙
に
は
、
「
軽
気
球
、

電
燈
寄
附　

本
日
の
当
市
白
山
公
園
昭
忠
碑
除
幕
式
に
際
し
片
桐
藤
八
氏
は
電
燈
五
十
燭

を
、
学
校
町
二
番
町
有
志
者
よ
り
軽
気
球
七
個
同
町
愛
国
婦
人
会
員
よ
り
蝋
燭
二
百
五
十
目

を
寄
附
し
た
り
」
と
あ
る
。
『
昭
忠
碑
記
録
』
の
「
除
幕
式
ノ
景
況
」
に
は
、
「
白
山
公
園

ニ
ハ
数
個
ノ
緑
門
旗
幟
幔
幕
其
他
ノ
装
飾
荘
厳
美
麗
ニ
施
サ
レ
」
と
あ
る
。
緑
門
と
は
、
ス

ギ
な
ど
で
飾
っ
た
仮
設
の
門
で
あ
り
、
日
清
戦
争
終
結
以
来
、
大
型
の
も
の
を
建
て
て
凱
旋

門
に
見
立
て
る
こ
と
が
流
行
し
て
い
た
。
除
幕
式
の
た
め
に
白
山
公
園
は
華
々
し
く
飾
り
立

て
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
日
は
朝
か
ら
雨
で
あ
っ
た
が
、
翌
二
十
九
日
の
『
新
潟
新
聞
』
が
報
ず
る
よ
う
に
、

「
定
刻
頃
よ
り
空
は
霽
れ
ね
ど
雨
は
歇
み
た
る
為
め
漸
く
愁
眉
を
開
く
」
こ
と
と
な
っ
た
。

同
記
事
は
一
々
の
挨
拶
ま
で
採
録
し
、
四
段
に
わ
た
る
長
文
と
な
っ
て
い
る
。
「
正
午
よ
り

は
一
般
の
も
の
ゝ
来
観
を
も
許
し
た
る
事
と
で
午
後
は
さ
し
も
に
広
き
白
山
公
園
も
一
時
は

全
く
人
を
以
て
満
た
さ
れ
、
更
に
園
内
の
桜
花
は
こ
れ
と
相
映
じ
て
数
層
の
賑
ひ
を
増
し
た

り
き
」
と
あ
る
。
先
に
引
い
た
よ
う
に
、
二
十
六
日
の
記
事
で
は
公
園
の
一
般
開
放
は
午
後

二
時
以
降
と
告
知
さ
れ
て
い
た
。
あ
ま
り
の
混
雑
に
予
定
を
早
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

『
昭
忠
碑
記
録
』
「
除
幕
式
ノ
景
況
」
に
は
、
「
市
内
ハ
各
戸
国
旗
ヲ
掲
ケ
球
燈
ヲ
点
シ

テ
敬
意
ヲ
表
シ
午
前
ハ
市
川
市
山
両
派
芸
妓
連
ノ
練
リ
込
ミ
等
ア
リ
」
と
も
あ
る
。
戦
没
者

慰
霊
碑
の
完
成
を
、
ほ
と
ん
ど
全
市
を
挙
げ
て
祝
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
祝
祭

的
な
賑
わ
い
に
反
感
を
抱
く
向
き
も
あ
っ
た
。
『
新
潟
新
聞
』
明
治
四
十
年
四
月
二
十
八
日

の
「
な
げ
ふ
み
」
欄
に
は
、
「
昭
忠
碑
除
幕
式
に
出
た
芸
妓
を
其
儘
招
く
も
興
だ
ら
う
な
ど

と
は
甚
だ
怪
し
か
ら
ぬ
日
柄
も
弁
へ
ず
に
余
り
途
方
も
な
い
野
ご
ゝ
ろ
を
起
す
も
の
で
は
な

い
僕
な
ど
は
斯
様
な
式
へ
芸
妓
を
出
す
の
さ
へ
気
持
ち
が
よ
く
な
い
（
一
遺
族
）
」
と
い
う

声
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

『
昭
忠
碑
記
録
』
巻
末
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
年
九
月
二
十
七
日
、
昭
忠
碑
は
新

潟
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
と
合
わ
せ
、
「
昭
忠
碑
維
持
基
金
」
と
し
て
金
三
百
八
十
五
円
、

『
昭
忠
碑
記
録
』一
冊
、そ
し
て
昭
忠
碑
に
関
す
る
重
要
書
類
、
以
上
三
点
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
昭

忠
碑
の
寄
贈
は
、
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
潟
市
役
所
文
書
綴
『
公

園
ニ
関
ス
ル
議
決
書
類
』
（
自
明
治
三
十
八
年
至
大
正
三
年
、
第
七
十
三
号
。
文
化
観
光
・

ス
ポ
ー
ツ
部
歴
史
文
化
課
所
管
）
に
は
、
新
潟
市
在
郷
軍
人
団
長
・
八
木
孝
助
が
、
新
潟
県

知
事
・
阿
部
浩
に
提
出
し
た
「
忠
死
者
紀
念
昭
忠
碑
建
設
願
」
（
明
治
三
十
九
年
十
一
月
一

日
付
）
の
写
し
が
あ
り
、
「
竣
工
ノ
上
ハ
是
ヲ
国
へ
寄
付
致
度
」
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
極
め
て
高
い
公
共
的
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
主
体
と
し
て
は
、
民
間
団
体
が
立
つ
こ
と
が
自
然
で
あ
っ

た
と
い
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
後
も
毎
年
、
新
潟
市
在
郷
軍
人
団
は
碑
の
前
で
昭
忠
祭
を
執
り
行
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
祭
儀
も
公
式
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
竣
工
か
ら
八
年
後
の
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
十

二
月
三
日
の
『
新
潟
新
聞
』
は
、
「
市
祭
決
定
／
戦
没
者
昭
忠
祭
／
従
来
市
在
郷
軍
人
会
並

に
市
尚
武
会
に
て
毎
年
白
山
公
園
内
昭
忠
碑
前
に
執
行
し
来
り
し
戦
没
者
昭
忠
祭
は
愈
昨
年

よ
り
市
に
於
て
之
を
営
む
こ
と
に
決
定
し
一
昨
日
の
市
参
事
会
に
て
そ
の
同
意
を
得
た
れ
ば

追
つ
て
市
会
へ
附
議
さ
る
べ
し
と
な
り
」
と
報
じ
て
い
る
。
同
十
日
の
紙
面
に
は
、
「
新
潟

市
会
／
昭
忠
祭
市
祭
決
定
／
新
潟
市
会
は
九
日
午
後
二
時
十
分
よ
り
開
会
出
席
二
十
一
名
に

し
て
長
濱
議
長
欠
席
に
附
き
赤
坂
副
議
長
之
に
代
り
直
に
議
事
に
入
り
議
案
第
四
十
二
号
昭

忠
祭
市
営
の
件
は
會
津
助
役
の
説
明
あ
り
て
毎
年
四
月
三
十
日
五
月
一
日
の
両
日
を
以
て
祭

式
を
執
行
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
可
決
（
後
略
）
」
と
あ
る
。
こ
う
し
て
昭
忠
碑
は
、
有
形

無
形
の
両
面
で
公
的
な
位
置
付
け
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

–
四
–
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三
、
昭
忠
碑
の
意
匠

　

新
潟
の
昭
忠
碑
は
、
初
め
か
ら
擬
人
像
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。『
昭
忠

碑
記
録
』「
建
碑
経
過
」
に
よ
れ
ば
、
計
画
当
初
は
「
石
碑
上
ニ
銅
若
ク
ハ
鉄
製
ノ
地
球
ヲ
据

へ
其
上
ニ
銅
製
ノ
蜻
蛉
ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
」
を
予
定
し
て
い
た
と
い
う
。
蜻
蛉
は
「
勝
ち
虫
」

と
も
呼
ば
れ
、
武
具
や
馬
具
の
文
様
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
。
石
碑
に
有
翼
の
生
物
が
載
る

と
い
う
意
匠
は
、
仙
台
の
前
例
を
意
識
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九

〇
二
）
十
一
月
、
宮
城
県
護
国
神
社
（
青
葉
城
本
丸
跡
）
に
竣
工
し
た
も
の
で
、
日
清
戦
争

で
の
第
二
師
団
の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。
二
〇
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
石

塔
の
上
に
ブ
ロ
ン
ズ
の
金
鵄
を
据
え
て
お
り
、
碑
名
も
同
じ
く
「
昭
忠
碑
」
な
の
で
あ
る
。

　

仙
台
昭
忠
碑
の
制
作
は
、
東
京
美
術
学
校
に
委
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
同
校

で
は
、様
々
な
委
嘱
制
作
を
積
極
的
に
手
掛
け
て
い
る
。
仙
台
昭
忠
碑
に
携
わ
っ
た
の
は
、「
図

案
河
辺
正
夫
、
原
型
沼
田
一
雅
、
鋳
造
主
任
桜
岡
三
四
郎
、
同
担
任
津
田
信
夫
お
よ
び
本
校

卒
業
生
」（『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
篇
』第
二
巻
、一
九
九
二
年
、一
一
三
頁
）

で
あ
っ
た
。
意
匠
・
塑
造
原
型
・
鋳
造
の
各
工
程
を
教
員
の
分
担
・
指
導
の
も
と
で
行
っ
た

の
で
あ
る
。

　

新
潟
市
在
郷
軍
人
団
も
、
仙
台
同
様
に
美
校
で
の
制
作
を
希
望
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
昭
忠

碑
記
録
』「
建
碑
経
過
」
に
は
、「（
前
略
）
東
京
美
術
学
校
ニ
托
シ
テ
意
匠
ノ
懸
賞
募
集
ヲ
為

シ
中
ニ
就
テ
同
校
教
諭
島
田
佳
矣
氏
ノ
考
案
ニ
係
ル
石
碑
上
ニ
銅
製
地
球
ヲ
据
へ
其
上
ニ
神

武
天
皇
ノ
銅
像
ヲ
安
置
ス
ル
図
即
現
在
ノ
意
匠
ヲ
撰
定
シ（
後
略
）」と
見
え
て
い
る
。し
か
し
、

新
潟
昭
忠
碑
の
意
匠
が
島
田
の
手
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
、
こ
れ
を
美
校
の
公
的

事
業
と
見
る
の
は
留
保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
島
田
佳
矣
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
教
授
就
任
以
来
、
美
校
図
案
科
を
主
導

す
る
立
場
に
あ
っ
た
。『
昭
忠
碑
記
録
』
に
あ
る
よ
う
に
、
島
田
が
懸
賞
募
集
に
応
じ
た
と
は

考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

（
二
）
当
時
の
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
を
通
覧
し
て
も
、
新
潟
昭
忠
碑
に
関
す
る
記

事
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
。
各
地
か
ら
の
制
作
委
嘱
や
校
内
懸
賞
を
一
々
つ
ぶ
さ
に
報
じ
た

同
誌
が
、
比
較
的
大
規
模
な
制
作
で
あ
っ
た
新
潟
の
件
を
伝
え
て
い
な
い
の
は
不
自
然
で
あ

る
。

（
三
）『
昭
忠
碑
記
録
』「
建
碑
経
過
」
の
欄
に
は
、「
御
像
並
ニ
地
球
ハ
三
十
九
年
八
月
末
東

京
市
下
谷
区
谷
中
初
音
町
岡
崎
雪
聲
氏
ニ
鋳
造
ヲ
托
シ
」
と
あ
り
、
美
校
内
で
鋳
造
を
行
っ

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
も
公
的
な
受
託
事
業
と
し
て
は
疑
問
を
抱
か
せ
る
。

（
四
）同
書「
紀
念
写
真
贈
与
」の
欄
に
は
、昭
忠
碑
を
撮
影
し
た
記
念
写
真
の
贈
呈
先
と
し
て
、

岡
崎
雪
聲
、
島
田
佳
矣
ら
関
係
者
の
ほ
か
、
第
二
師
団
司
令
部
以
下
の
陸
軍
関
係
機
関
、
新

潟
師
範
学
校
以
下
の
教
育
機
関
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京
美
術
学
校
の
文
字
が
見

当
た
ら
な
い
。

（
五
）
同
書
「
建
碑
経
過
」
は
「
又
新
潟
市
櫻
井
市
作
東
京
市
画
伯
尾
竹
竹
坡
両
氏
ハ
意
匠
ノ

募
集
並
ニ
御
像
ノ
鋳
造
ニ
付
斡
旋
」
と
も
記
し
て
い
る
が
、
当
時
の
竹
坡
は
高
名
で
は
あ
れ

在
野
の
画
家
で
あ
り
、
東
京
美
術
学
校
内
の
要
路
に
通
じ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

五
に
述
べ
た
事
柄
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
尾
竹
竹
坡
は
現
在
の
新
潟
市
の
生
ま
れ
、
日

本
絵
画
協
会
・
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
で
第
一
回
か
ら
九
回
連
続
入
賞
し
、
明
治
三

十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
上
野
で
開
い
た
戦
争
展
覧
会
も
大
衆
的
な
人
気
を
集
め
る
な
ど
、

明
治
末
は
意
気
軒
昂
な
時
期
で
あ
っ
た
。
一
方
、
岡
崎
雪
聲
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

以
来
、
美
校
で
鋳
金
を
講
じ
、
皇
居
前
広
場
の
楠
木
正
成
像
（
明
治
三
十
三
年
）
や
、
上
野

公
園
の
西
郷
隆
盛
像
（
明
治
三
十
一
年
）
な
ど
、
高
村
光
雲
ら
の
原
型
に
従
っ
た
大
作
の
鋳

造
を
手
掛
け
て
い
る
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
岡
倉
天
心
校
長
の
辞
任
に
袂
を
連

ね
て
は
い
な
い
も
の
の
、日
本
美
術
院
の
創
立
に
は
参
画
、同
年
中
に
美
校
か
ら
退
い
て
い
る
。

竹
坡
、
雪
聲
と
も
に
岡
倉
天
心
に
近
く
、
日
本
美
術
院
に
関
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
、
竹
坡
の

人
脈
が
新
潟
昭
忠
碑
の
建
立
に
あ
ず
か
っ
て
力
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

当
初
は
石
碑
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
が
、
中
途
で
人
物
像
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
新

潟
市
役
所
は
新
潟
県
庁
と
の
調
整
に
若
干
苦
慮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
掲
の
新
潟
市
役
所

文
書
綴
『
公
園
ニ
関
ス
ル
議
決
書
類
』
に
は
、
新
潟
県
第
一
部
長
桑
原
八
司
か
ら
新
潟
市
長

吉
田
良
治
郎
に
宛
て
、
明
治
三
十
九
年
十
二
月
五
日
付
「
土
収
八
八
〇
五
号
」
の
発
番
で
出

さ
れ
た
通
牒
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
（
前
略
）
明
治
三
十
六
年
ノ
当
時
ハ
碑
表
ナ
ル
ヤ
形
像
ナ
ル
ヤ
モ
調
査
セ
ラ
レ
ス
又
其
建

　
　

設
ノ
位
置
ヲ
モ
指
定
セ
ラ
レ
ス
シ
テ
漫
然
碑
表
建
設
ノ
件
ノ
ミ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
如

　
　

シ
然
ル
ニ
本
件
ハ
紀
念
碑
云
々
ト
云
フ
モ
事
実
ハ
純
然
タ
ル
形
像
ニ
付
形
像
取
締
規
則

　
　

第
一
條
ニ
依
リ
地
方
長
官
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
キ
筋
ニ
有
之
然
ル
ニ
碑
表
ナ
ル
ヤ
形
像
ナ

　
　

ル
ヤ
モ
調
査
セ
ス
且
ツ
公
園
使
用
区
域
ハ
公
園
管
理
者
ニ
於
テ
承
認
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
モ

　
　

其
形
像
建
設
ハ
許
可
ス
ル
ノ
権
能
ナ
キ
ニ
拘
ハ
ラ
ス
而
モ
碑
表
ノ
名
義
ノ
下
ニ
明
治
三

　
　

十
六
年
四
月
二
十
八
日
付
ヲ
以
テ
公
園
地
内
へ
碑
表
建
設
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
全
ク
形

　
　

像
取
締
規
則
ニ
違
背
シ
タ
ル
モ
ノ
（
後
略
）

　

こ
こ
で
言
う
「
形
像
取
締
規
則
」
と
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
五
月
の
内
務
省

令
第
十
八
号
で
あ
る
。
第
一
条
に
「
官
有
地
及
公
衆
ノ
往
来
出
入
ス
ル
地
ニ
於
テ
永
久
保
存

ノ
目
的
ヲ
以
テ
人
物
其
ノ
他
ノ
形
像
ヲ
建
設
、
移
転
、
改
造
又
ハ
除
却
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
東

京
市
京
都
市
大
阪
市
ニ
在
テ
ハ
内
務
大
臣
其
ノ
他
ノ
地
方
ニ
在
テ
ハ
地
方
長
官
ノ
許
可
ヲ
受

ク
ヘ
シ
（
後
略
）」
と
定
め
る
。
昭
忠
碑
が
「
碑
表
」（
石
碑
）
な
ら
ば
、
白
山
公
園
を
所
管

す
る
市
の
扱
い
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
形
像
」（
人
物
像
）
で
あ
る
と
な
れ
ば
地
方
長
官
（
新

–
五
–
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〇
一
年
、
三
三
一
〜
三
三
二
頁
）
に
次
の
よ
う
な
考
察
が
あ
る
。
「
作
者
の
島
田
個
人
の
問

題
で
は
あ
る
が
、
島
田
が
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
時
期
も
こ
の
忠
魂
碑
が
建
立
さ
れ
た
時
期
も
韓

国
併
合
前
で
あ
っ
た
。
こ
の
図
柄
に
、
違
和
感
を
覚
え
な
か
っ
た
日
本
人
の
意
識
に
、
す
で

に
韓
国
を
併
合
し
領
土
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
」

　
金
メ
ッ
キ
が
日
露
終
戦
時
の
日
本
領
を
意
味
し
、
か
つ
竣
工
時
に
施
さ
れ
た
も
の
と
い
う

前
提
で
の
指
摘
で
あ
る
。
『
昭
忠
碑
記
録
』
「
注
意
事
項
」
に
は
、
「
碑
文
（
昭
忠
元
帥
侯

爵
山
縣
有
朋
書
）
ノ
金
鍍
ハ
鋳
造
者
久
保
田
長
次
郎
氏
ニ
於
テ
別
紙
保
険
証
ノ
通
リ
明
治
四

十
年
三
月
十
二
日
ヨ
リ
向
フ
五
十
ヶ
年
間
ノ
保
険
ヲ
附
セ
リ
」
と
の
み
見
え
て
い
る
。
地
球

儀
に
関
し
て
は
、
岡
崎
雪
聲
と
同
様
の
契
約
を
結
ん
で
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

戦
前
ま
で
の
記
録
写
真
や
絵
葉
書
は
言
う
ま
で
も
な
く
全
て
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
る
が
、
管
見
の

限
り
金
メ
ッ
キ
ら
し
い
日
光
の
反
射
を
確
認
で
き
な
い
。
地
球
儀
の
金
メ
ッ
キ
は
、
後
年
に

補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に
、
「
昭

忠
」
の
銘
板
の
方
は
、
い
ま
金
の
過
半
が
剝
げ
落
ち
て
い
る
。

　
最
後
に
、
像
の
前
に
置
か
れ
た
二
つ
の
砲
弾
の
由
来
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

現
在
で
は
失
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
白
山
公
園
昭
忠
碑
完
成
記
念
大
判
台
紙
写
真
」

を
見
る
と
、
像
に
向
っ
て
左
の
砲
弾
に
は
「
日
露
戦
役
御
用
船
紀
念
／
新
潟
市
越
佐
汽
船
株

式
会
社
／
第
拾
弐
度
津
丸
船
員
一
同
」
と
記
さ
れ
、
右
に
は
「
二
十
七
八
年
戦
役
紀
念
／
沈

没
敵
艦
定
遠
号
（
以
下
不
明
）
／
三
十
珊
半
砲
弾
／
陸
軍
御
用
船
勢
徳
丸
機
関
（
以
下
不

明
）
／
新
潟
市
／
女
池
久
（
以
下
不
明
）
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
寄
贈
を
報
じ
た
新
聞

記
事
を
写
す
。
戦
争
記
念
碑
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
戦
利
品
や
戦
死
者
遺
品
の
物
神

化
で
あ
っ
た
。

　
　
○
紀
念
砲
弾
寄
附
　
当
港
越
佐
汽
船
会
社
に
て
は
日
露
戦
役
の
際
御
用
船
十
二
号
度
津

　
　
丸
が
譲
受
た
る
旅
順
要
塞
よ
り
我
が
閉
塞
船
に
発
射
せ
る
三
十
三
珊
の
砲
弾
及
び
同
社

　
　
人
夫
長
女
池
久
藏
が
日
清
戦
争
の
際
従
軍
し
捕
獲
せ
る
定
遠
号
が
発
射
せ
る
三
十
三
珊

　
　
砲
弾
を
何
れ
も
白
山
公
園
内
に
建
設
せ
る
昭
忠
碑
脇
へ
紀
念
と
し
て
飾
り
置
か
れ
た
し

　
　
と
新
潟
市
軍
人
団
へ
寄
附
せ
り
と
云
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
新
潟
新
聞
』
明
治
四
十
年
四
月
二
十
六
日
）

潟
県
知
事
）
の
所
管
と
な
る
。

　
同
規
則
第
一
条
に
は
、「
但
シ
墓
地
境
内
ニ
於
テ
慣
例
ニ
依
リ
礼
拝
ノ
用
ニ
供
ス
ル
モ
ノ
ハ

此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス
」
と
留
保
も
あ
る
。
新
潟
昭
忠
碑
の
敷
地
は
白
山
神
社
境
内
と
の
境
界
が

見
る
限
り
不
明
瞭
で
あ
り
、
戦
没
者
慰
霊
碑
と
い
う
礼
拝
対
象
で
も
あ
っ
て
、
判
断
が
難
し

い
事
例
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
潟
市
役
所
は
県
の
通
牒
に
応
じ
、
明
治
三
十
六
年
の

許
可
を
取
り
消
す
旨
を
市
長
名
で
回
答
、
「
形
像
ヲ
建
設
ス
ル
モ
公
園
内
ノ
風
致
ヲ
損
ス
ル

ノ
患
ナ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
」と
の
意
見
を
付
し
、
改
め
て
新
潟
県
庁
の
承
認
を
求
め
て
い
る
。

　
本
康
宏
史
『
軍
都
の
慰
霊
空
間
　
国
民
統
合
と
戦
死
者
た
ち
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

二
年
）
は
、
近
代
日
本
の
戦
死
者
祭
祀
に
関
す
る
基
礎
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。
各
地
の
戦
没

者
慰
霊
碑
を
広
範
に
調
査
し
て
お
り
、
新
潟
市
の
昭
忠
碑
に
つ
い
て
も
貴
重
な
先
行
研
究
と

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
岡
崎
雪
聲
に
は
新
潟
昭
忠
碑
以
前
に
神
武
天
皇
像
の
制
作
実
績
が

あ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
愛
知
県
豊
橋
市
の
豊
橋
公
園
（
吉
田
城
址
）
に
現

存
す
る
日
清
戦
争
の
戦
勝
記
念
碑
（
明
治
三
十
二
年
三
月
竣
工
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
島
田
佳
矣
に
関
す
る
記
述
も
多
い
。
明
治
元
年
、
島
田
は
金
沢
の
士
族
と
し
て
生
ま
れ

た
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
十
月
、
兼
六
園
で
は
明
治
記
念
之
標
（
日
本
武
尊
像
）
の

完
成
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。
西
南
の
役
で
戦
死
し
た
旧
加
賀
藩
士
の
慰
霊
碑
で
あ

り
、
屋
外
に
記
念
碑
と
し
て
建
て
ら
れ
た
銅
像
の
嚆
矢
と
し
て
名
高
い
。
本
康
氏
は
、
新
潟

の
神
武
天
皇
像
が
兼
六
園
の
日
本
武
尊
像
に
影
響
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
氏
は
、
同
じ
く
兼
六
園
の
「
大
屋
愷　

翁
之
碑
」
に
も
着
目
す
る
。
文
明
開
化
期
の
洋
学

者
、
語
学
や
地
理
学
の
先
覚
の
追
悼
碑
と
し
て
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
一
月
に

建
て
ら
れ
た
。
高
さ
は
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
。
台
上
に
大
屋
の
干
支
で
あ
る
猪
の
石
像
を
二

体
載
せ
、
猪
の
背
に
は
石
造
の
地
球
儀
（
直
径
約
六
〇
セ
ン
チ
）
が
担
わ
れ
て
い
る
。
本
康

氏
は
「
こ
の
大
屋
の
記
念
碑
の
モ
チ
ー
フ
を
も
、
島
田
が
神
武
天
皇
像
に
一
部
引
用
し
た
」

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
『
昭
忠
碑
記
録
』
「
建
碑
経
過
」
か
ら
引
い
た
よ
う
に
、
新
潟
市

在
郷
軍
人
団
で
は
島
田
の
関
与
以
前
か
ら
「
石
碑
上
ニ
銅
若
ク
ハ
鉄
製
ノ
地
球
ヲ
据
へ
」
と

考
え
て
い
た
。
戦
勝
記
念
碑
に
お
い
て
、
勝
利
の
寓
意
像
が
足
下
に
地
球
儀
を
踏
ま
え
る
意

匠
は
決
し
て
珍
し
く
は
な
い
。
ま
た
、
地
理
学
者
の
追
悼
碑
に
お
け
る
地
球
儀
と
、
戦
勝
後

の
覇
権
を
表
す
地
球
儀
と
で
は
、
図
像
的
な
意
味
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
も
あ
る
。

　
前
掲
の
新
潟
市
役
所
文
書
綴
『
公
園
ニ
関
ス
ル
議
決
書
類
』
に
は
、
「
忠
死
者
紀
念
昭
忠

碑
略
図
」
〔
挿
図
４
〕
と
題
さ
れ
た
印
刷
物
一
葉
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
地
球
及
球
台
（
青

銅
製
）
　
高
三
尺
／
地
球
ニ
ハ
各
国
ノ
形
状
ヲ
鋳
出
シ
焼
金
ヲ
付
ス
」
と
あ
る
。
「
各
国
ノ

形
状
」
と
は
、
南
樺
太
・
千
島
列
島
・
北
海
道
・
本
州
・
四
国
・
九
州
・
朝
鮮
半
島
・
台
湾

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
金
メ
ッ
キ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
竣
工
は
韓
国
併
合
（
明
治
四
十
三
年
）

以
前
で
あ
る
が
、
朝
鮮
半
島
も
金
色
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
檜
山
幸
夫
『
近
代
日
本
の
形
成
と
日
清
戦
争
』
（
雄
山
閣
、
二
〇

–
六
–
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〔
謝
辞
〕

　
本
康
宏
史
氏
（
金
沢
星
稜
大
学
教
授
）、
新
潟
県
立
図
書
館
、
新
潟
市
文
化
観
光
・
ス
ポ
ー

ツ
部
歴
史
文
化
課
、
同
・
歴
史
資
料
整
備
室
よ
り
、
史
料
の
閲
覧
・
複
写
に
つ
い
て
格
別
の

便
宜
を
お
図
り
頂
き
、
数
々
の
御
教
示
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
銘
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま

す
。

〔
凡
例
〕

・
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
た
が
、
人
名
に
関

し
て
は
可
能
な
限
り
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
て
い
る
。

・
注
記
は
括
弧[

　]

内
に
記
し
た
。

・
底
本
の
歴
史
的
背
景
を
考
慮
し
、
今
日
的
観
点
か
ら
の
字
句
の
書
き
換
え
等
は
行
っ
て
い

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
市
美
術
館
　
学
芸
員
）

〔図４〕忠死者紀念昭忠碑略図（新潟市蔵）

–
七
–
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﹇
表
紙
﹈

明
治
四
十
年
四
月

新
潟
市
白
山
公
園
内
ニ
建
設

 

　

昭
　
忠
　
碑
　
記
　
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
頁
﹈

　
昭
　
忠
　
碑
　
記
　
録

 

◎ 
建
　
碑
　
経
　
過

明
治
二
十
七
八
年
戦
役
後
有
志
数
名
相
謀
リ
忠
死
者
ノ
為
木
碑
ヲ
新
潟
市
共
同
墓
地
内
ニ
建

設
シ
タ
リ
シ
カ
其
後
該
木
碑
ハ
漸
次
腐
朽
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
明
治
三
十
五
年
ノ
初
新
潟
市
在
郷

軍
人
団
（
明
治
三
十
二
年
三
月
創
設)
ニ
於
テ
工
費
約
五
百
円
ヲ
以
テ
是
ヲ
改
築
シ
石
碑
ト
為

サ
ン
ト
ノ
議
起
リ
タ
リ
シ
カ
尚
熟
議
ノ
結
果
三
十
六
年
ニ
至
リ
工
費
ヲ
約
千
五
百
円
ニ
増
加

シ
テ
白
山
公
園
内
ニ
建
設
セ
ン
ト
決
シ
其
趣
新
潟
市
長
ニ
願
出
テ
十
月
末
公
園
地
使
用
ノ
承

認
ヲ
得
タ
ル
ニ
ヨ
リ
更
ニ
県
知
事
ノ
認
可
ヲ
得
テ
寄
附
金
ノ
募
集
ニ
著
手
シ
タ
リ
、
当
時
計

画
セ
ル
昭
忠
碑
ノ
意
匠
ハ
石
碑
上
ニ
銅
若
ク
ハ
鉄
製
ノ
地
球
ヲ
据
へ
其
上
ニ
銅
製
ノ
蜻
蛉
ヲ

附
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
キ
、
斯
ク
テ
募
集
ノ
金
額
七
百
余
円
ニ
達
セ
シ
時
明
治
三
十
七
年
二
月
日

露
ノ
国
交
破
レ
テ
充
員
令
下
リ
団
長
以
下
団
員
ノ
殆
全
部
ハ
相
前
後
シ
テ
従
軍
シ
タ
ル
ヲ
以

テ
建
碑
ノ
事
ハ
止
ム
ヲ
得
ス
一
時
中
止
ス
ル
ニ
至
レ
リ
明
治
三
十
八
年
十
月
平
和
克
復
シ
テ

三
十
九
年
三
月
ニ
至
リ
出
征
ノ
団
員
モ
略
凱
旋
シ
タ
ル
ニ
因
リ
更
ニ
今
回
ノ
戦
役
ニ
於
ケ
ル

忠
死
者
ヲ
モ
合
祭
ス
ル
趣
旨
ヲ
以
テ
建
碑
ノ
事
業
ヲ
継
続
ス
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
二
頁
﹈

ト
ニ
決
シ
タ
ル
カ
明
治
二
十
七
八
年
役
ニ
ハ
忠
死
者
僅
ニ
弐
拾
弐
名
ナ
リ
シ
ニ
三
十
七
八
年

役
ニ
ハ
九
拾
六
名
ノ
多
キ
ニ
達
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
勢
前
計
画
ノ
規
模
ヲ
拡
張
ス
ル
ヲ
要
セ
シ
ニ

幸
ニ
モ
新
潟
市
軍
人
家
族
救
護
会
ノ
解
散
ニ
際
シ
其
残
余
金
弐
千
壱
百
余
円
ノ
寄
附
ヲ
受
ク
ヘ

キ
約
束
成
立
シ
テ
茲
ニ
愈
基
礎
定
マ
リ
工
費
約
参
千
円
ヲ
以
テ
著
手
ス
ル
コ
ト
ヽ
ナ
レ
リ

此
ニ
於
テ
東
京
美
術
学
校
ニ
托
シ
テ
意
匠
ノ
懸
賞
募
集
ヲ
為
シ
中
ニ
就
テ
同
校
教
諭
島
田
佳

矣
氏
ノ
考
案
ニ
係
ル
石
碑
上
ニ
銅
製
地
球
ヲ
据
へ
其
上
ニ
神
武
天
皇
ノ
銅
像
ヲ
安
置
ス
ル
図

即
現
在
ノ
意
匠
ヲ
撰
定
シ
御
像
並
ニ
地
球
ハ
三
十
九
年
八
月
末
東
京
市
下
谷
区
谷
中
初
音
町

岡
崎
雪
聲
氏
ニ
鋳
造
ヲ
托
シ
基
礎
工
事
並
ニ
石
造
部
ノ
全
部
ハ
同
年
十
月
新
潟
市
西
堀
前
通

十
一
番
町
坂
内
倉
吉
氏
ニ
請
負
ハ
シ
メ
タ
リ
、
然
ル
ニ
工
費
参
千
円
ニ
テ
ハ
到
底
不
完
全
ヲ

免
レ
ス
且
除
幕
式
ノ
費
用
ヲ
モ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
同
年
十
月
更
ニ
寄
附
金
募
集
継
続
ヲ
願
出
テ

県
知
事
ノ
認
可
ヲ
得
テ
募
集
ニ
従
事
シ
又
形
像
建
設
ノ
願
出
ヲ
要
ス
ト
ノ
事
ニ
付
是
亦
出
願

シ
テ
県
知
事
ノ
許
可
ヲ
得
タ
リ
、
此
ニ
於
テ
十
月
十
二
日
愈
起
工
式
ヲ
挙
行
シ
テ
基
礎
工
事

ニ
著
手
シ
又
昭
忠
二
字
ノ
碑
文
ハ
元
帥
山
縣
有
朋
侯
ニ
揮
毫
ヲ
乞
ヒ
十
二
月
下
旬
到
著
セ
ル

ヲ
以
テ
直
ニ
其
額
面
ノ
調
製
ヲ
新
潟
市
本
町
通
九
番
町
久
保
田
長
次
郎
氏
ニ
命
シ
タ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
三
頁
﹈

明
治
四
十
年
三
月
初
旬
額
面
ノ
製
造
終
リ
タ
ル
ニ
由
リ
直
ニ
石
碑
ノ
組
立
ニ
著
手
シ
旬
日
ニ

シ
テ
竣
工
シ
タ
リ
シ
カ
御
像
ハ
四
月
十
五
日
到
著
シ
同
月
十
七
日
岡
崎
氏
来
港
ノ
上
翌
十
八

日
ヨ
リ
据
付
ニ
著
手
シ
十
九
日
完
成
セ
リ
又
庭
園
ハ
新
潟
市
東
港
町
通
二
ノ
丁
庭
師
後
藤
敬

太
郎
氏
カ
手
間
賃
全
部
ヲ
寄
附
シ
テ
其
築
造
ニ
任
シ
四
月
初
旬
ヨ
リ
是
ニ
従
事
シ
約
一
ヶ
月

間
ニ
テ
完
成
セ
リ

御
像
ハ
高
サ
六
尺
一
寸
地
球
及
其
台
ハ
三
尺
四
寸
石
碑
ハ
九
尺
額
面
ハ
長
二
尺
四
寸
幅
一
尺

二
寸
鉄
柵
ハ
方
十
八
尺
築
山
ハ
高
サ
九
尺
庭
園
ノ
周
囲
ハ
約
六
十
間
ナ
リ

右
工
事
ニ
付
特
ニ
尽
力
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
新
潟
県
属
長
谷
川
藤
吉
新
潟
市
役
所
吏
員
五
十
嵐
與

造
脇
野
良
太
郎
小
林
熊
太
郎
ノ
諸
氏
ニ
シ
テ
長
谷
川
氏
ハ
基
礎
工
事
ノ
設
計
並
ニ
監
督
ニ
任

シ
五
十
嵐
脇
野
両
氏
ハ
石
碑
並
ニ
石
造
部
ノ
設
計
ニ
任
シ
小
林
氏
ハ
工
事
全
般
ノ
監
督
ニ
任

シ
テ
鋭
意
尽
力
セ
ラ
レ
タ
リ
、
又
新
潟
市
櫻
井
市
作
東
京
市
画
伯
尾
竹
竹
坡
両
氏
ハ
意
匠
ノ

募
集
並
ニ
御
像
ノ
鋳
造
ニ
付
斡
旋
セ
ラ
レ
新
潟
市
関
屋
齋
藤
巳
三
郎
氏
ハ
山
縣
侯
ノ
揮
毫
ニ

付
専
ラ
周
旋
セ
ラ
レ
タ
リ

 

◎ 

建
　
設
　
費

建
設
費
ハ
除
幕
式
費
ト
共
ニ
総
計
金
六
千
〇
八
拾
円
八
拾
四
銭
九
厘
ニ
シ
テ
其
内
訳
左
ノ
如

シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
四
頁
﹈

一
金
百
〇
四
円
銭
〇
参
銭
弐
厘 

　
　
　
　
　
事
　
務
　
費

 

　
内
　
訳

　
　
金
壱
円
九
拾
九
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
　
信
　
費

　
　
金
拾
五
円
参
拾
銭
参
厘 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
　
墨
　
紙
　
費

　
　
金
四
拾
壱
円
八
拾
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
　
会
　
費

　
　
金
四
拾
四
円
九
拾
参
銭
九
厘 

　
　
　
　
　
　
印
　
刷
　
費

一
金
四
千
弐
百
八
拾
四
円
五
拾
六
銭
九
厘 

　
築
　
造
　
費

 

　
　内
　
訳

　
　
金
壱
百
円
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
　匠
　懸
　賞
　料

　
　
金
壱
千
七
百
参
拾
弐
円
六
拾
六
銭
五
厘 

　
　
銅
　
像
　
費

、
、
●
●
、
、
、
、
、
●
●
、
、
、
、
、
●
●
●
●
●
、
、
、
、
、
、
、

●
●
、
、
、
、
、
、
、
●
●
●
●
●
、
、
、
、
、
●
●
、
、
、
●
●
、
、
、
、
、
、
、
、
、

–
八
–
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原

　

有

信

阿
部
基
三
郎

山

口

幸

七

渡

邊

留

吉

鈴
木
與
一
郎

稲
川
重
次
郎

陸
軍
歩
兵
大
尉

正

七

位

陸
軍
輜
重
兵
上
等
兵

陸
軍
歩
兵
一
等
卒

陸
軍
砲
兵
一
等
卒

陸
軍
歩
兵
二
等
卒

陸
軍
輜
重
輸
卒

高

橋

官

次

村

木

石

藏

伊

藤

信

太

山

崎

德

藏

齋
藤
彌
一
郎

福
島
治
七
郎

陸
軍
一
等
獣
医

従

六

位

陸
軍
歩
兵
上
等
兵

陸
軍
看
護
手

陸
軍
歩
兵
一
等
卒

陸
軍
歩
兵
二
等
卒

陸
軍
輜
重
輸
卒

 

　
金
壱
千
六
百
弐
拾
弐
円
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
鋳
　
造
　
費

 

　
金
弐
拾
四
円
弐
拾
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
荷
　
造
　
費

　
　
内
訳
　
金
拾
七
円
〇
五
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
運
　
　
　
賃

 

　
金
六
拾
七
円
八
拾
壱
銭
五
厘 

　
　
　
　
据
付
費
及
旅
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
五
頁
﹈

 

　
金
壱
円
六
拾
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
綿
　
代

　
金
壱
千
六
百
六
拾
九
円
四
拾
七
銭
四
厘 

　
基
礎
工
事
並
石
碑
代

 
　
金
七
円
弐
拾
七
銭
九
厘 

　
　
　
　
　
　
　
　
起
　
工
　
式
　
費

　
　
内
訳
　
金
壱
千
五
百
六
拾
弐
円
拾
九
銭
五
厘 

　
　
　
　
工
　
事
　
費

 

　
金
壱
百
円
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
工
ヘ
手
当

　
金
壱
百
〇
四
円
弐
拾
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
面
（
碑
文
）
代

　
金
六
百
七
拾
八
円
弐
拾
参
銭
也 

　
　
　
　
　
庭
　   

園
　   

費

 

　
金
拾
九
円
七
拾
銭
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
　
　
　
代

 

　
金
弐
百
四
拾
壱
円
五
拾
銭
也 

　
　
　
　
石
　
　
　
　
代

 

　
金
五
拾
壱
円
〇
四
銭
也 
　
　
　
　
　
　      

樹
　
木
　
代

 

　
金
参
拾
弐
円
拾
六
銭
也 
　
　
　
　
　
　      

芝
　
草
　
代

　
　
内
訳
　
金
弐
百
六
拾
弐
円
五
拾
参
銭
也 
　
　      

人
夫
賃
道
具
損
料

 

　
金
拾
七
円
拾
五
銭
也 

　
　
　
　
　
　      

樹
木
手
入
及
草
刈
費

 

　
金
参
拾
四
円
四
拾
九
銭
也 

　
　
　
　
　
　      

外
　
柵
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
六
頁
﹈

 

　
金
九
円
六
拾
六
銭
也 

　
　
　
　
　
　      
大
砲
据
付
費

 

　
金
拾
円
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

庭
師
ヘ
謝
礼

一
金
弐
円
拾
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
死
者
名
録
代

 
 

内
　
訳

　
　
金
壱
円
五
拾
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

表
　 

装
　 

料

　
　
金
六
拾
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

帛
　 

紗
　 

代

一
金
弐
百
五
拾
壱
円
六
拾
四
銭
也 

　
　
　
　
報
酬
及
慰
労
費

一
金
壱
百
九
拾
七
円
八
拾
銭
也 

　
　
　
　
紀
念
写
真
代

一
金
拾
参
円
九
拾
六
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
雑
　
　
　
　
費

　
　
　
小
計
金
四
千
八
百
五
拾
四
円
拾
銭
壱
厘 

　　
　
建
　
設
　
費

一
金
壱
千
弐
百
弐
拾
六
円
七
拾
四
銭
八
厘 

　除
幕
式
費

 
 

内
　
訳

　
　
金
弐
百
〇
壱
円
弐
拾
四
銭
五
厘 

　
　
　
　
　
　       

諸
　
設
　
備
　
費

　
　
金
九
拾
壱
円
〇
五
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

装
　
飾
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
七
頁
﹈

　
　
金
弐
拾
壱
円
〇
弐
銭
参
厘 

　
　
　
　
　
　
神
酒
及
神
饌
料

　
　
金
参
拾
四
円
弐
拾
七
銭
六
厘 

　
　
　
　
　
　

　
　
金
百
六
拾
六
円
四
拾
五
銭
也 

　
　
　
　
　
　
酒
　
及
　
盃
　
代

　
　
金
四
百
五
拾
七
円
五
拾
銭
也 

　
　
　
　
　
　
折
詰
及
弁
当
代

　
　
金
百
〇
六
円 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餅
　
　
　
　
　
代

　
　
金
拾
弐
円
九
拾
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菓
　
　
子
　
　
代

　
　
金
四
円
弐
拾
六
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麦
　
　
湯
　
　
費

　
　
金
五
拾
四
円
弐
拾
弐
銭
五
厘 

　
　
　
　
　
　
余
　
　
興
　
　
費

　
　
金
拾
五
円
五
拾
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
刷
　
　
費

　
　
金
参
拾
八
円
九
拾
六
銭
也 

　
　
　
　
　
　
人
　
　
夫
　
　
賃

　
　
金
五
円
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
借
　
　
館
　
　
料

　
　
金
弐
円
六
拾
八
銭
九
厘 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徽
　
　
章
　
　
代

　
　
金
拾
弐
円
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
官
及
伶
人
ヘ
謝
儀

　
　
金
参
円
六
拾
七
銭
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雑
　
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
八
頁
﹈

 

総
計
金
六
千
〇
八
拾
円
八
拾
四
銭
九
厘
也

 

◎ 

合
　
祀
　
忠
　
死
　
者

今
回
合
祀
セ
ル
忠
死
者
ノ
数
ハ
日
清
戦
役
ニ
於
ケ
ル
モ
ノ
弐
拾
壱
名
日
露
戦
役
ニ
於
ケ
ル
モ

ノ
九
拾
九
名
合
計
百
弐
拾
名
ニ
シ
テ
其
姓
名
左
ノ
如
シ

　
但
建
碑
経
過
ノ
項
ニ
於
テ
記
述
セ
ル
数
ト
符
合
セ
サ
ル
ハ
遺
族
ノ
中
ニ
籍
ヲ
他
ニ
転
シ
タ

　
ル
モ
ノ
ト
他
ヨ
リ
転
入
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ア
ル
ニ
因
ル

 
 

●
日
清
役
忠
死
者
名
録

紀
念
ハ
カ
キ
及

ス  

タ  

ン 

プ  

代
–
九
–
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倉
田
仁
太
郎

齋

藤

豊

吉

本

間

藤

吉

同
　
歩
兵
上
等
兵

同
　
歩
兵
一
等
卒

勲
八
等
功
七
級

同
　
歩
兵
一
等
卒

勲

八

等

大

橋

皆

吉

吉
井
新
三
郎

片

桐

豊

松

同
　
歩
兵
上
等
兵

同
　
騎
兵
上
等
兵

同
　
歩
兵
一
等
卒

勲
八
等
功
七
級

倉

田

久

平

川
崎
甚
三
郎

伊

藤

榮

作

平

松

淸

吉

須
田
十
一
郎

笹

川

英

六

靑
山
仙
次
郎

高

橋

德

八

櫛

谷

熊

治

水

野

喜

作

同同同同同
　
歩
兵
一
等
卒

同同同
　
歩
兵
二
等
卒

同同
　
輜
重
輸
卒

勲

八

等

山
口
平
太
郎

田

中

十

吉

小
島
高
太
郎

刈

部

和

吉

佐
々
木
石
太
郎

北
見
恒
三
郎

片
桐
榮
太
郎

藤

田

德

七

藤
田
金
太
郎

石

田

孝

吉

同
　
歩
兵
一
等
卒

勲

八

等

同同同同
　
歩
兵
一
等
卒

同同同
　
歩
兵
二
等
卒

勲

八

等

同
　
歩
兵
二
等
卒

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
九
頁
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
●
日
露
役
忠
死
者
名
録

　
　
陸
　
軍
　
之
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
〇
頁
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
一
頁
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
二
頁
﹈

寺

澤

熊

男

佐
藤
政
太
郎

佐
藤
辰
太
郎

北

村

又

市

新
聞
従
軍
記
者

軍

役

夫

同同

櫛
谷
久
太
郎

鍋
潟
左
金
吾

二

木

和

吉

藤

野

庄

治

渡
邊
庄
太
郎

計
二
十
一
名

陸
軍
輜
重
輸
卒

軍

役

夫

同同同

片
桐
寅
三
郎

齋
藤
祐
次
郎

佐
藤
直
次
郎

板

谷

榮

松

行
形
勝
三
郎

陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八

位
勲
六
等
功
五
級

同
　
歩
兵
軍
曹

勲
七
等
功
七
級

同
　
歩
兵
軍
曹

勲
七
等
功
七
級

同同
　
歩
兵
軍
曹

建

部

簇

松

畑

　

治

作

三
村
忠
太
郎

島
津
德
太
郎

谷

　

喬

陸
軍
歩
兵
大
尉
正
七

位
勲
四
等
功
五
級

同
　
少
尉
正
八
位

勲
六
等
功
五
級

同
　
歩
兵
軍
曹

勲
七
等
功
七
級

同同
　
歩
兵
軍
曹

渡

邊

芳

男

同
　
歩
兵
伍
長

勲
七
等
功
七
級

大
橋
吉
太
郎

同
　
歩
兵
伍
長

勲
七
等
功
七
級

渡

邊

省

藏

佐
藤
安
太
郎

湯
田
長
太
郎

菅

村

淸

作

齋

藤

熊

藏

同同同同同

高

橋

丑

藏

齋

藤

三

六

小
柳
猪
之
吉

風

間

虎

三

田

中

又

吉

同同同同同

片
桐
二
太
郎

中

村

潤

二

大

谷

藤

吉

鹽

谷

平

松

阿
部
吉
次
郎

小

泉

休

松

高
野
源
太
郎

倉

田

三

吉

諸
橋
福
太
郎

同
　
歩
兵
伍
長

勲
七
等
功
七
級

同
　
歩
兵
伍
長

勲
八
等
功
七
級

同
　
歩
兵
伍
長

勲
八
等
功
七
級

同同同
　
歩
兵
上
等
兵

勲
七
等
功
七
級

同
　
歩
兵
上
等
兵

勲
七
等
功
七
級

同
　
歩
兵
上
等
兵

勲
七
等
功
七
級

同

池

田

勝

平

齋
藤
齊
一
郎

廣

澤

　

弘

佐

藤

勇

吉

丸
田
與
次
郎

坂
井
五
郎
七

渡
邊
金
次
郎

石

田

鐵

治

渡

邊

留

次

同
　
歩
兵
伍
長

勲
七
等
功
七
級

同
　
砲
兵
伍
長

勲
七
等
功
七
級

同
　
歩
兵
伍
長

勲
八
等
功
七
級

同同同
　
騎
兵
伍
長

勲

八

等

同
　
歩
兵
上
等
兵

勲
七
等
功
七
級

同
　
歩
兵
上
等
兵

勲
八
等
功
七
級

同

松

橋

三

藏

渡

邊

逹

衞

淺

川

常

七

渡

邊

倉

吉

三
膳
新
次
郎

大
倉
與
五
郎

田
村
倉
次
郎

風

間

政

吉

鈴
木
改
一
郎

織
田
良
太
郎

阿

部

良

治

同同同
　
歩
兵
上
等
兵

勲

八

等

同同同同同同同同

涌

井

雹

作

高
見
喜
一
郎

女
池
粂
一
郎

早
川
喜
代
次
郎

丸

山

丈

三

田

中

頓

平

大
山
市
次
郎

池

田

修

作

豊
田
三
次
郎

渡
邊
權
之
丞

小

杉

榮

作

同同同
　
歩
兵
上
等
兵

勲

八

等

同同同同同同同同

–
一
〇
–
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一
鉄
柵
（
方
三
間
）
全
部

八
木
朋
直

上
大
川
町
通
五
番
町

一
金
八
拾
円
也

一
金
七
拾
円
也

一
金
五
拾
円
也

一
金
五
拾
円
也

一
金
五
拾
円
也

一
金
四
拾
五
円
也

一
金
四
拾
円
也

一
金
参
拾
五
円
也

一
金
参
拾
円
也

一
金
参
拾
円
也

一
金
参
拾
円
也

一
金
参
拾
円
也

一
金
参
拾
円
也

一
金
参
拾
円
也

鍵
冨
三
作

齋
藤
喜
十
郎

櫻
井
市
作

白
勢
春
三

倉
田
久
三
郎

栗
林
貞
吉

石
黑
忠
藏

田
代
三
吉

竹
山

屯

荒
川
柳
軒

佐
藤
仙
太
郎

浅
井
惣
十
郎

本
田
伊
平

長
谷
川
寬
治

上
大
川
前
通
一
番
町

東
堀
通
七
番
町

本
町
通
六
番
町

本
町
通
八
番
町

秣
川
岸
通
一
丁
目

古
町
通
四
番
町

古
町
通
三
番
町

上
大
川
前
通
四
番
町

上
大
川
町
通
六
番
町

古
町
通
六
番
町

古
町
通
十
番
町

東
堀
通
十
番
町

上
大
川
前
通
三
番
町

西
堀
前
七
番
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
三
頁
﹈

　
　
海
軍
之
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　計
九
拾
九
名

　
　
◎
建
碑
委
員
並
ニ
寄
付
金
募
集
委
員

昭
忠
碑
建
設
ニ
付
最
尽
力
セ
ラ
レ
タ
ル
委
員
諸
氏
ノ
姓
名
左
ノ
如
シ

 
 

建
碑
委
員
兼
寄
付
金
募
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
四
頁
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
建
碑
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
寄
付
金
募
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
五
頁
﹈

此
他
槇
尾
平
吉
、
星
野
倉
太
郎
、
大
西
愼
二
、
山
本
德
太
郎
及
故
行
形
勝
三
郎
ノ
諸
氏
ハ
日

露
戦
役
以
前
ニ
大
ニ
尽
力
セ
ラ
レ
タ
リ
キ
、
又
市
川
登
根
市
山
七
十
世
両
氏
モ
寄
付
金
募
集

ニ
尽
力
セ
ラ
レ
タ
リ

　
　
◎ 

金
　
品
　
寄
　
贈
　
者

建
碑
ニ
付
金
品
ヲ
寄
贈
セ
ラ
レ
タ
ル
諸
氏
ノ
芳
名
ハ
別
紙
印
刷
ノ
通
リ
ナ
ル
カ
就
中
重
ナ
ル

諸
氏
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
六
頁
﹈

中

林

仲

吉

佐

藤

三

次

飯

島

長

吉

大

西

武

二

高

津

巖

同同
　
輜
重
輸
卒

同同
　
通
訳
勲
六
等

海
軍
二
等
水
兵

勲

八

等

吉
岡
丑
太
郎

柴
田
久
太
郎

高

橋

久

藏

田

邊

忠

藏

金

子

文

吉

土

谷

淸

次

同
　
輜
重
輸
卒

勲

八

等

同同
　
輜
重
輸
卒

同
　
雇
薬
剤
師

陸
軍
々
役
夫

海
軍
二
等
兵
曹

勲

七

等

委
員
長

庶
務
主
任

上
大
川
前
通
五
番
町

東
堀
通
六
番
町

八
木
孝
助

廣
井
淸
矣

同
　
七
　
番
　
町

本
町
通
七
番
町

小
川
勇
造

牧
野
淸
太
郎

横
七
番
町
一
丁
目

東
湊
町
通
一
ノ
丁

横
七
番
町
四
丁
目

礎
町
通
上
一
ノ
丁

本
町
通
四
番
町

上
大
川
前
通
十
二
番
町

上
大
川
前
通
十
番
町

本
町
通
二
番
町

西
堀
通
十
一
番
町

小
田
忠
吾

柾
谷
啓
次
郎

燒
繼
榮
吉

廣
橋
熊
次
郎

阿
部
藤
一
郎

小
島
寅
太

堺 

德 

治

遠
藤
勘
藏

坂
内
寅
吉

湊
町
通
二
ノ
丁

礎
町
通
二
ノ
丁

月
　
　
　
　
　
町

学
校
町
通
一
番
町

市
役
所
兵
事
係

東
湊
町
一
ノ
丁

湊
町
通
一
ノ
丁

東
大
畑
通
二
番
町

小
柳
吉
平

櫛
谷
藤
吉

山
崎
豊
作

池
　
市
太
郎

長
谷
川
宇
一
郎

柿
本
岩
吉

齋
藤
七
五
郎

岡
部
駒
吉

市
役
所
兵
事
係

上
大
川
前
通
七
番
町

東
仲
通
一
番
町

古
町
通
八
番
町

古
町
通
三
番
町

本
町
通
十
四
番
町

礎
町
通
二
ノ
丁

新
　
潟
　
市
　
長

同
市
会
議
長

古
町
通
七
番
町

新
　
潟
　
県
　
属

県
庁
兵
事
係

　本
町
通
九
番
町

学
校
町
二
番
町

奥
山
七
郎

高
橋
勢
太
郎

上
村

秀

野
澤
久
作

櫻
井
吉
藏

靑
海
德
之
助

小
山
惣
三
郎

吉
田
良
治
郎

關 

彥
太
郎

小
出
喜
七
郎

長
谷
川
藤
吉

瀬
古
鴻
太
郎

横
山
勝
二

岡
本
優
五
郎

学
校
町
通
二
番
町

本
町
通
六
番
町

寺
裏
通
一
番
町

東
　
入
　
船
　
町

同
通
九
番
町

本
間
町
一
丁
目

同
　
市
参
事
会
員

本
町
通
六
番
町

西
堀
通
六
番
町

市
役
所
土
木
係

芳
　
　
　
　
　
町

本
町
通
九
番
町

齋
藤
彌
三
郎

遠
藤
寅
三
郎

外
山
吉
藏

伊
藤
治
郎

遠
藤
七
藏

石
山
三
治
郎

齋
藤
巳
三
郎

櫻
井
市
作

齋
藤
金
一

五
十
嵐
與
造

小
木
音
藏

久
保
田
昌
次
郎

–
一
一
–



37

–
一
二
–

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
七
頁
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
之
部

　

 

◎ 

紀
　
念
　
写
　
真
　
贈
　
与

紀
念
ノ
為
且
愛
国
心
喚
起
ノ
為
昭
忠
碑
ヲ
全
紙
版
ニ
撮
影
シ
是
ヲ
左
ノ
官
衙
学
校
及
建
碑
ニ

付
尽
力
セ
ラ
レ
タ
ル
諸
氏
ニ
贈
レ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
八
頁
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
底
本
一
九
頁
﹈

　
　
　
合
計
七
拾
四
枚 

内
　
　
○
印
ヲ
付
セ
ル
モ
ノ
拾
七
枚
ハ
額
面
附

 

◎ 

注
　
意
　
事
　
項

一
、
碑
文
（
昭
忠
元
帥
侯
爵
山
縣
有
朋
書
）
ノ
金
鍍
ハ
鋳
造
者
久
保
田
長
次
郎
氏
ニ
於
テ
別

　
紙
保
険
証
ノ
通
リ
明
治
四
十
年
三
月
十
二
日
ヨ
リ
向
フ
五
十
ケ
年
間
ノ
保
険
ヲ
附
セ
リ

二
、
石
碑
台
石
ノ
裏
面
中
央
ニ
忠
死
者
名
録
ヲ
納
メ
タ
ル
二
重
ノ
箱
ヲ
蔵
セ
リ
是
ハ
今
後
若

　
シ
名
録
変
更
其
他
必
要
ノ
際
ニ
ハ
上
石
ヲ
取
去
リ
容
易
ニ
出
入
ス
ル
ヲ
得
へ
ク
構
造
セ
リ

 

◎ 

除
　
幕
　
式
　
ノ
　
景
　
況

 
 

次
　
第

　
第
一
鼓 

午
前
七
時
　
　
祭
員
参
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
底
本
二
〇
頁
﹈

　
第
二
鼓 

午
前
八
時
　
　
祭
儀
ノ
諸
具
ヲ
弁
備
ス

　
第
三
鼓 

午
前
九
時
　
　
斎
主
以
下
進
参
、
衆
員
参
列

　
君
カ
代 

　
　
　
　
　
　
衆
員
起
立

　
先
　
秡
主
秡
詞
ヲ
申
ス
　
　
　
　
　
　   

次
　
大
　
麻
　
行
　
事

　
次
　
御
塩
行
事 

　
　
　
　
　
　
　
　   

次
　
建
碑
委
員
長
建
碑
経
過
報
告

　
次
　
遺
族
総
代
除
幕 

　
　
　
　   

次
　
斎
主
進
テ
招
魂
　
衆
員
起
立
　
此
間
菅
掻

　
次
　
献
饌
長
以
下
神
饌
ヲ
伝
供
ス
　
此
間
奏
楽   

次
　
斎
主
進
テ
祭
詞
ヲ
奏
ス
　
衆
員
起
立

　
次
　
除
幕
式
会
長
式
辞 

  

　
　
　
　
次
　
遺
族
参
列
員
等
祝
詞

　
次
　
斎
主
以
下
玉
串
ヲ
奉
リ
テ
拝
礼
　
此
間
奏
楽
　
次
　
各
宗
寺
院
読
経
拝
礼

　
次
　
遺
族
拝
礼 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
　
参
列
員
拝
礼

　
次
　
軍
人
団
員
拝
礼 

　
　
　
　
　
次
　
各
団
体
及
学
校
職
員
生
徒
拝
礼

　
次
　
神
饌
ヲ
撒
ス
　
此
間
奏
楽 

　
次
　
昇
　
　
　
　
　
魂
　衆
員
起
立
　
此
間
菅
掻

　
次
　
斎
主
以
下
退
場 

　
　
　
　
　
次
　
衆
　
員
　
退
　
場

 
 

以
　
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
底
本
二
一
頁
﹈

除
幕
式
ハ
明
治
四
十
年
四
月
二
十
八
日
ヲ
以
テ
挙
行
セ
ラ
レ
タ
リ
、
此
日
朝
来
春
雨
蕭
々
タ

リ
シ
カ
定
刻
ニ
近
ツ
ク
頃
ヨ
リ
幸
ニ
全
ク
歇
ミ
爛
漫
タ
ル
桜
花
将
ニ
枝
ヲ
辞
セ
ン
ト
シ
テ
新

緑
萌
ユ
ル
白
山
公
園
ニ
ハ
数
個
ノ
緑
門
旗
幟
幔
幕
其
他
ノ
装
飾
荘
厳
美
麗
ニ
施
サ
レ
又
偕
楽

館
ヲ
遺
族
来
賓
ノ
休
憩
所
ニ
充
テ
園
内
諸
所
ニ
麦
湯
接
待
所
ヲ
設
ケ
又
万
一
ノ
場
合
ヲ
慮
リ

テ
赤
十
字
社
救
護
班
ノ
出
張
所
ヲ
設
ク
ル
等
設
備
遺
憾
無
ク
整
ヒ
タ
リ
、
軈
テ
午
前
九
時
数

発
ノ
煙
火
ニ
テ
開
会
ヲ
報
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ
各
忠
死
者
遺
族
各
官
衙
長
県
立
市
立
各
学
校
職
員
市

内
ノ
紳
士
紳
商
同
夫
人
市
内
各
新
聞
記
者
附
近
ノ
在
郷
軍
人
団
長
其
他
ノ
来
賓
並
ニ
市
在
郷

軍
人
団
員
等
無
憲
二
千
余
名
続
々
式
場
ニ
参
集
シ
各
宗
寺
院
僧
侶
及
斎
主
以
下
祭
員
亦

一
金
参
拾
円
也

一
金
弐
千
百
参
拾
弐
円
六
拾
五
銭
八
厘

一
庭
園
周
囲
生
垣
並
ニ
表
門
全
部

一
金
百
円
也

一
金
七
拾
円
也

一
金
五
拾
円
也

一
金
参
拾
壱
円
拾
七
銭
六
厘
也

一
金
参
拾
円
六
拾
銭
也

一
金
参
拾
円
也

小
出
喜
七
郎

古
町
通
七
番
町

第
二
師
団
司
令
部

新
発
田
連
隊
区
司
令
部

島

田

佳

矣

歩
兵
第
十
五
旅
団
司
令
部

山

縣

有

朋

侯

尾

竹

竹

坡

歩
兵
第
十
六
連
隊

岡

崎

雪

聲

新

潟

県

庁

新

潟

市

役

所

新

潟

中

学

校

新
潟
高
等
小
学
校

豊
照
尋
常
小
学
校

鏡
淵
尋
常
小
学
校

西

堀

幼

稚

園

東

北

日

報

社

○
齋
藤
彌
三
郎
　
○
高

橋

伊
　
藤 

　

吉
　
田 

　

五
十
嵐 

　

脇

野

久
保
田 

　

小

田

阿
　
部

岡
　
部 

　
○
坂

内

新

潟

師

範

学

校

新

潟

商

業

学

校

新
潟
女
子
高
等
小
学
校

西
堀
尋
常
小
学
校

湊

尋

常

小

学

校

鏡

淵

幼

稚

園

○
小
　
川 

　
○
廣

井

○
遠
藤
寅
三
郎
　
○
上
　
村

○
遠
藤
七
藏
　
　
　

靑
　
海

　
關 

　

○
小
　
林 

　

横

山

○
小
　
柳 

　

柾

谷

　
小
　
島 

　

柿

本

　
槇
　
尾 

　

市

川

同
上
附
属
小
学
校

新
潟
高
等
女
学
校

大
畑
尋
常
小
学
校

礎

尋

常

小

学

校

関
屋
尋
常
小
学
校

私
立
女
子
工
芸
学
校

○
牧
　
野 

　

奥

山

○
外
　
山
　

○
野

澤

　
石
　
山 

　

小

山

　
小
　
出 

　

○
小
　木

　
○
岡
本

　
燒
　
繼 

　

　
堺 

　

　
市
　
山 

　
○
後
藤

新
潟
市
軍
人
家
族
救
護
会

新
　
潟
　
市
　
廓
　
一
　
同

紀
　
念
　
奉
　
公
　
画
　
会

新
潟
市
芸
妓
総
代

仏
教
新
潟
婦
人
会

大
　
谷
　
派
　
女
　
人
　
講

新
　
潟
　
鉄
　
工
　
所

ウ
ハ
イ
シ

靑
　
山
　
廣
　
吉

佐
　
藤
　
彌
　
七

○
櫻
井
吉
藏

齋
藤
巳
三
郎

長
谷
川
宇
一
郎

櫻
井
市
作

齋
藤
金
一

齋
藤
七
五
郎

○
池

﹇
慮
﹈
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–
一
三
–

進
参
シ
テ
爰
ニ
荘
厳
ナ
ル
式
ハ
始
メ
ラ
レ
ヌ
、
先
楽
隊
ノ
「
君
カ
代
」
ノ
吹
奏
ア
リ
衆
員
一

同
起
立
最
敬
礼
ヲ
行
ヒ
次
ニ
秡
主
久
我
一
德
氏
ノ
秡
詞
、
大
麻
行
事
御
塩
行
事
ア
リ
テ
建
碑

委
員
長
歩
兵
大
尉
八
木
孝
助
氏
簡
単
ナ
ル
挨
拶
ノ
後
建
碑
ノ
経
過
ヲ
報
告
シ
式
場
掛
歩
兵
大

尉
齋
藤
金
一
氏
ハ
参
拝
其
他
ニ
於
ケ
ル
遺
族
及
参
列
員
ノ
代
表
者
ヲ
報
告
シ
次
ニ
遺
族
総
代

ト
シ
テ
日
清
役
忠
死
者
歩
兵
大
尉
原
有
信
氏
ノ
遺
子
原
千
代
子
、
日
露
役
忠
死
者
歩
兵
大
尉

建
部
簇
松
氏
ノ
遺
子
建
部
か
つ
子
ノ
両
嬢
ハ
粛
々
ト
シ
テ
階
ヲ
昇
リ
碑
前
ニ
拝
礼
シ
テ
幕
ヲ
除

ケ
ハ
神
武
天
皇
ノ
御
像
ヲ
安
置
セ
ル
昭
忠
碑
ハ
拍
手
声
裡
ニ
半
空
高
ク
現
レ
同
時
ニ
囂
々
ト
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
底
本
二
二
頁
﹈

テ
爆
発
ス
ル
煙
火
及
爆
竹
ハ
当
時
ノ
戦
況
ヲ
語
ル
カ
如
ク
参
列
者
ヲ
シ
テ
転
感
慨
ノ
情
ヲ
禁

セ
サ
ラ
シ
メ
タ
リ
右
終
ル
ヤ
斎
主
小
林
直
久
氏
ハ
祭
壇
ノ
前
ニ
進
ミ
テ
菅
掻
ノ
間
ニ
恭
ク
招

魂
ノ
式
ヲ
行
ヒ
次
ニ
献
饌
長
開
島
岩
吉
氏
以
下
ノ
祭
員
神
饌
ヲ
伝
供
シ
テ
小
林
斎
主
祭
文
ヲ

朗
読
シ
次
ニ
除
幕
式
会
長
八
木
大
尉
ノ
式
辞
、
遺
族
総
代
中
村
源
三
郎
氏
ノ
謝
辞
、
参
列
員

総
代
新
潟
市
長
吉
田
良
治
郎
、
県
立
学
校
長
総
代
新
潟
師
範
学
校
長
江
口
照
造
両
氏
ノ
祝
詞
、

沼
垂
在
郷
軍
人
団
長
植
木
善
三
郎
氏
ノ
祭
文
朗
読
ア
リ
テ
斎
主
以
下
祭
員
玉
串
ヲ
奉
リ
市
内

各
宗
寺
院
僧
侶
ノ
読
経
拝
礼
ニ
引
続
キ
遺
族
総
代
建
部
よ
ね
、
中
村
源
三
郎
、
官
衙
長
代
表

者
県
知
事
淸
棲
家
敎
代
理
事
務
官
桑
原
八
司
、
市
民
代
表
者
吉
田
市
長
、
県
立
学
校
長
代
表

者
江
口
師
範
学
校
長
、
市
立
小
学
校
長
代
表
者
高
等
小
学
校
長
加
藤
美
生
ノ
諸
氏
及
市
在
郷

軍
人
団
員
代
表
者
八
木
団
長
ノ
拝
礼
ア
リ
又
師
範
中
学
商
業
ノ
各
県
立
学
校
生
徒
ハ
悲
壮
ナ

ル
喇
叭
ヲ
吹
奏
シ
テ
捧
銃
ノ
礼
ヲ
行
ヒ
新
潟
高
等
女
学
校
、
市
内
高
等
尋
常
各
小
学
校
並
ニ

私
立
女
子
工
芸
学
校
生
徒
亦
続
テ
参
拝
セ
リ
次
ニ
神
官
神
饌
ヲ
撒
シ
テ
昇
魂
ノ
式
ヲ
行
ヒ
菅

掻
ノ
間
ニ
八
木
軍
人
団
長
ハ
小
林
斎
主
ト
共
ニ
忠
死
者
名
録
ヲ
碑
内
ニ
納
メ
右
ニ
テ
全
ク
式

ヲ
終
リ
タ
ル
ハ
正
午
近
キ
頃
ナ
リ
キ

式
後
神
官
僧
侶
遺
族
来
賓
軍
人
団
員
一
同
ニ
白
山
神
社
ノ
西
南
ニ
設
ケ
タ
ル
大
宴
会
場
ニ
於
テ
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
底
本
二
三
頁
﹈

食
ノ
饗
応
ア
リ
宴
会
掛
歩
兵
中
尉
小
川
勇
造
氏
簡
単
ナ
ル
挨
拶
ヲ
為
シ
テ
酒
宴
ニ
移
リ
神
饌

並
ニ
紀
念
絵
ハ
カ
キ
等
ヲ
頒
与
シ
非
常
ナ
ル
盛
会
ナ
リ
キ
其
間
余
興
ト
シ
テ
花
火
音
楽
ヲ
始

ト
シ
市
内
剣
客
ノ
奉
納
ニ
係
ル
撃
剣
軍
人
団
員
ノ
剣
舞
芸
妓
連
ノ
手
踊
等
ア
リ
午
後
一
時
ニ

至
リ
公
園
ノ
入
口
ヲ
開
放
シ
一
般
参
拝
者
ノ
入
場
ヲ
許
サ
レ
タ
リ
シ
カ
当
日
ハ
日
曜
ト
云
ヒ

天
気
サ
ヘ
照
ラ
ス
降
ラ
ス
特
ニ
稀
有
ノ
盛
会
ナ
リ
シ
コ
ト
ヽ
テ
園
内
及
其
付
近
ハ
殆
人
ヲ
以

テ
充
タ
サ
レ
其
雑
踏
譬
ヘ
ン
方
無
ク
又
市
内
ハ
各
戸
国
旗
ヲ
掲
ケ
球
燈
ヲ
点
シ
テ
敬
意
ヲ
表

シ
午
前
ハ
市
川
市
山
両
派
芸
妓
連
ノ
練
リ
込
ミ
等
ア
リ
近
在
ヨ
リ
ノ
人
手
モ
亦
多
カ
リ
シ
為

頗
ル
賑
ヒ
タ
リ
キ
尚
当
日
ノ
式
辞
祝
詞
等
ハ
左
ノ
如
シ

　

維
時
明
治
四
十
年
四
月
二
十
八
日
新
潟
市
在
郷
軍
人
団
長
陸
軍
歩
兵
大
尉
正
七
位
勲
五
等

　

八
木
孝
助
恭
ク
昭
忠
碑
ノ
除
幕
式
ヲ
挙
行
シ
謹
テ
清
酌
庶
羞
ノ
典
ヲ
以
テ
明
治
二
十
七
八

　

年
及
三
十
七
八
年
両
戦
役
ニ
於
テ
戦
死
病
没
セ
ル
新
潟
市
ノ
忠
死
者
諸
君
ノ
英
霊
ヲ
祭
ル

　

回
顧
ス
レ
ハ
両
役
ハ
実
ニ
振
古
未
曾
有
ノ
大
戦
ニ
シ
テ
帝
国
ノ
存
亡
ハ
一
ニ
其
勝
敗
如
何

　

ニ
帰
シ
タ
リ
キ
然
ル
ニ
一
旦
鋒
ヲ
交
ユ
ル
ヤ
我
軍
ノ
向
フ
所
戦
ヒ
ト
シ
テ
勝
タ
サ
ル
ナ
ク

　

堅
シ
ト
シ
テ
破
ラ
サ
ル
ナ
ク
遂
ニ
頑
迷
ナ
ル
勁
敵
ヲ
屈
伏
セ
シ
メ
テ
宣
戦
ノ
目
的
ヲ
達
ス

　

ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
是
允
文
允
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
底
本
二
四
頁
﹈

　

ナ
ル

　

大
元
帥
陛
下
ノ
御
威
稜
ニ
因
ル
ト
雖
モ
諸
君
ノ
忠
死
ハ
与
テ
大
ニ
力
ア
リ
朔
風
凛
烈
タ
ル
朝
満

　

韓
ノ
荒
野
ニ
曝
シ
ヽ
屍
酷
熱
赫
燦
タ
ル
夕
渤
海
ノ
怒
涛
ニ
浚
ハ
レ
シ
体
是
皆

　

皇
威
ヲ
八
紘
ニ
輝
カ
シ
国
権
ヲ
四
海
ニ
伸
ハ
セ
ル
基
ニ
非
ス
ヤ
丈
夫
生
レ
テ
国
ノ
為
ニ
斃

　

ル
固
ヨ
リ
其
期
ス
ル
所
亦
何
ヲ
カ
憾
ミ
ン
曩
日
当
団
員
相
謀
リ
テ
諸
君
ノ
勲
功
偉
績
ヲ
表

　

昭
シ
永
ク
忠
魂
義
魄
ヲ
慰
メ
ム
ト
欲
シ
地
ヲ
信
川
ノ
畦
秀
霊
ナ
ル
此
白
山
公
園
内
ニ
卜
シ

　

テ
昭
忠
碑
ヲ
建
設
ス
幸
ニ
シ
テ
市
有
志
者
ノ
熱
誠
ナ
ル
賛
助
ヲ
得
テ
今
ヤ
全
ク
工
ヲ
竣
フ

　

仰
テ
碑
文
ヲ
拝
ス
レ
ハ
厳
然
ト
シ
テ
諸
君
ノ
誠
忠
ヲ
千
載
ニ
表
サ
ン
ト
シ
顧
テ
信
水
ヲ
望

　

メ
ハ
洋
洋
ト
シ
テ
諸
君
ノ
芳
名
ヲ
万
世
ニ
流
サ
ン
ト
ス
聊
カ
蕪
辞
ヲ
陳
テ
式
辞
ト
ナ
ス
群

　

霊
尚
ク
ハ
来
リ
享
ケ
ヨ

　
　

明
治
四
十
年
四
月
二
十
八
日

　
　
　
　

新
潟
市
在
郷
軍
人
団
長
陸
軍
歩
兵
大
尉
正
七
位
勲
五
等　

八　

木　

孝　

助

 
 

○

　

幾
万
ノ
生
霊
互
ニ
相
戮
シ
幾
億
ノ
財
貨
空
シ
ク
靡
セ
ラ
ル
社
会
ノ
罪
悪
人
類
ノ
惨
禍
豈
ニ
戦
役

　

ニ
過
ク
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
ヤ
然
レ
ト
モ
大
義
ニ
仗
リ
テ
凶
暴
ヲ
伐
ツ
如
何
ナ
ル
犠
牲
如
何
ナ
ル
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
底
本
二
五
頁
﹈

　

痛
モ
辞
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
曩
キ
ニ
露
国
暴
戻
豺
狼
ノ
欲
ヲ
逞
ク
セ
ン
ト
ス
ル
ヤ
常
ニ
平
和

　

ニ
眷
念
セ
ラ
ル
ヽ
至
仁
至
慈
ノ　

聖
衷
ヲ
以
テ
シ
テ
敢
テ
戦
ヲ
宣
セ
サ
セ
給
ヒ
シ
所
以
ノ

　

モ
ノ
真
ニ
隣
邦
ノ
独
立
帝
国
ノ
自
衛
上
己
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
出
テ
ラ
レ
シ
ノ
ミ
是
ヲ
以
テ
億

　

兆
挙
ナ　

陛
下
ノ
心
ヲ
以
テ
心
ト
ナ
シ
黄
鉞
一
タ
ヒ
授
リ
テ
三
軍
ノ
向
フ
所
天
戈
ノ
指
ス

　

所
龍
驤
虎
攫
波
涛
洶
湧
肉
弾
飛
ヒ
血
煙
迸
リ
山
岳
為
メ
ニ
震
動
シ
河
海
為
メ
ニ
溢
騰
シ
巨

　

艦
ヲ
殄
滅
シ
堅
城
ヲ
攻
陥
ス
実
ニ
有
史
以
来
ノ
大
戦
ニ
シ
テ
未
曾
有
ノ
偉
績
ヲ
奏
シ
宇
内

　

列
国
ヲ
シ
テ
東
方
更
ニ
公
義
人
道
ヲ
重
ス
ル
至
大
至
強
ノ
民
族
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
シ
メ
タ

　

リ
嗟
呼
偉
ナ
ル
哉
吾
等
ノ
子
弟
コ
ノ
名
誉
ア
ル
戦
役
ニ
趨
キ
光
栄
ア
ル
大
任
ヲ
荷
ヒ
殉
国

　

ノ
誠
ヲ
致
ス
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
亦
憾
ナ
シ
去
歳
我
カ
新
潟
市
在
郷
軍
人
団
戦
死
者
ノ
為
メ
ニ

　

白
山
公
園
肅
荘
ノ
地
ヲ
相
シ
紀
念
昭
忠
碑
ノ
建
設
ヲ
画
策
セ
ラ
レ
今
ヤ
土
石
功
竣
ハ
ル
ヲ

　

以
テ
本
日
ヲ
卜
シ
壮
厳
ナ
ル
除
幕
式
並
ニ
招
魂
祭
ヲ
挙
行
セ
ラ
レ
吾
等
参
拝
ノ
栄
ヲ
忝
フ

　

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
感
喜
措
ク
所
ヲ
知
ラ
ス
謹
ミ
テ
戦
死
者
遺
族
一
同
ニ
代
リ
満
腔
ノ
赤
誠
ヲ

　

捧
ケ
謝
辞
ヲ
呈
ス

　
　

明
治
四
十
年
四
月
二
十
八
日　
　
　
　
　

戦
死
者
遺
族
総
代　

中
村
源
三
郎

 
 

○

﹇
已
﹈

﹇
テ
﹈　
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　﹇
底
本
二
六
頁
﹈

明
治
二
十
七
八
年
ハ
清
国
ト
ノ
国
交
破
レ
同
三
十
七
八
年
ハ
露
国
ト
ノ
折
衝
整
ハ
ス
共
ニ
勝

敗
ヲ
干
戈
ニ
訴
フ
ル
ニ
至
リ
真
ニ
帝
国
危
急
存
亡
ノ
秋
ナ
リ
キ
当
時
我
新
潟
市
ノ
軍
人
ハ
皆

奮
然
ト
シ
テ
役
ニ
従
ヒ
或
ハ
厳
冬
ヲ
忍
ヒ
テ
弾
雨
ヲ
浴
ヒ
或
ハ
酷
暑
ヲ
冒
シ
テ
砲
煙
ニ
噎
ヒ

堅
ヲ
砕
キ
強
ヲ
破
リ
遂
ニ
其
職
ニ
斃
レ
テ
尽
忠
報
国
ノ
大
義
ヲ
完
ウ
セ
ル
モ
ノ
実
ニ
百
二
十

名
ノ
多
キ
ニ
達
セ
リ
如
今
勁
敵
既
ニ
屈
シ
テ
武
威
内
ニ
充
チ
国
光
外
ニ
輝
ク
是
固
ヨ
リ

天
皇
陛
下
ノ
聖
徳
ニ
頼
ル
ト
雖
モ
抑
亦
忠
死
諸
士
ノ
功
ニ
依
ラ
ス
ハ
ア
ラ
ス
是
ヲ
以
テ
新
潟

市
在
郷
軍
人
団
ニ
於
テ
ハ
地
ヲ
清
爽
タ
ル
白
山
公
園
ニ
卜
シ
テ
昭
忠
碑
ヲ
建
設
シ
其
忠
烈
偉

勲
ヲ
千
載
ニ
伝
ヘ
ン
ト
シ
拮
据
経
営
今
ヤ
竣
工
ヲ
告
ク
ル
ニ
至
レ
リ
此
ニ
於
テ
カ
国
ニ
殉
セ

ル
諸
士
ノ
忠
勇
義
烈
ハ
普
ク
世
上
ニ
表
昭
セ
ラ
レ
其
偉
勲
偉
功
ハ
永
ク
国
民
ニ
欽
慕
セ
ラ
ル

ヘ
シ
本
日
此
除
幕
ノ
盛
式
ヲ
挙
行
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
当
リ
席
末
ニ
列
ス
ル
ヲ
得
タ
ル
ハ
予
ノ
最
光

栄
ト
ス
ル
所
ナ
リ
聊
所
感
ヲ
述
ヘ
テ
祝
詞
ト
ナ
ス

　

明
治
四
十
年
四
月
二
十
八
日　
　
　

新
潟
市
長
正
七
位
勲
六
等　

吉
田
良
治
郎

 
 

○

日
露
戦
争
は
曠
古
の
大
戦
な
り
百
万
の
王
師
満
洲
の
野
に
帝
国
の
偉
大
を
世
界
列
強
の
間
に
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
底
本
二
七
頁
﹈

か
し
た
る
有
史
以
来
の
大
戦
な
り
今
こ
の
空
前
の
大
戦
に
参
加
し
た
る
名
誉
あ
る
我
が
新
潟

市
軍
人
諸
氏
の
中
不
幸
戦
場
の
露
と
化
し
霊
魂
な
ほ
永
く
国
家
の
鎮
護
た
る
戦
没
諸
氏
の
霊

は
我
等
が
深
く
之
を
悼
ん
で
厚
く
其
徳
を
思
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
新
潟
市
軍
人
団
諸
氏
は
諸
氏

と
等
し
く
鋒
鏑
を
手
に
し
て
砲
煙
濛
々
の
中
戦
場
に
馳
駆
し
た
る
栄
誉
の
士
な
り
然
る
に
独

り
戦
没
諸
氏
が
等
く
某
栄
誉
を
郷
党
に
飾
る
能
は
ず
し
て
早
く
逝
け
る
の
不
幸
を
憫
み
幾
多

の
同
情
は
今
化
し
て
こ
の
壮
厳
な
る
昭
忠
碑
と
な
り
諸
氏
の
忠
勇
を
永
く
後
世
に
伝
へ
ん
と

す
善
い
か
な
こ
の
挙
こ
れ
独
り
戦
没
諸
氏
に
厚
き
所
以
の
み
に
あ
ら
ず
ひ
い
て
国
民
教
育
の

上
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
な
る
も
の
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
時
や
百
花
歴
乱
芳
芬
馥
郁
一
は
美
し
き

軍
人
団
諸
氏
の
同
情
を
一
は
か
く
は
し
き
戦
没
諸
氏
の
至
忠
を
あ
ら
は
さ
ん
と
す
る
も
の
也

こ
と
し
今
こ
の
佳
節
に
当
り
除
幕
の
盛
典
に
列
す
る
を
得
た
る
を
よ
ろ
こ
び
一
言
以
て
祝
詞

を
の
ぶ

　

明
治
四
十
年
四
月
二
十
八
日　
　
　

市
内
県
立
学
校
長
総
代　
　

江　
口　
照　
造

 
 

○

夫
レ
人
ニ
死
生
ア
リ
花
ニ
開
落
ア
ル
ハ
是
レ
数
ノ
免
レ
サ
ル
所
ナ
リ
然
リ
ト
雖
モ
生
キ
テ
瓦

礫
ト
共
ニ
全
フ
ス
ル
ヨ
リ
ハ
死
シ
テ
芳
名
ヲ
千
古
ニ
伝
フ
ル
ト
孰
レ
ゾ
ヤ
惟
フ
ニ
我
忠
勇
義

烈
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
底
本
二
八
頁
﹈

ル
戦
死
諸
君
ノ
遺
勲
ヲ
考
フ
ル
ニ
魏
峨
ト
シ
テ
雲
間
ニ
聳
ユ
ル
飯
豊
ノ
岳
ハ
以
テ
諸
君
ノ
忠

勇
ニ
比
ス
ヘ
ク
洋
々
ト
シ
テ
北
海
ニ
朝
ス
ル
信
川
ノ
水
ハ
以
テ
諸
君
ノ
義
勇
ヲ
表
ハ
ス
ヘ
ク

而
シ
テ
桜
花
爛
漫
ト
シ
テ
朝
暾
ニ
匂
フ
ハ
以
テ
諸
君
ノ
遺
勲
ヲ
顕
ハ
ス
ニ
足
ル
而
シ
テ
豊
岳

信
川
ハ
四
時
渝
ラ
ス
桜
花
ハ
年
々
歳
々
同
シ
ト
雖
ト
モ
今
ヤ
諸
君
幽
明
界
ヲ
異
ニ
ス
憾
慨
何

ゾ
窮
ラ
ン
曩
ニ
封
豚
欲
ヲ
恣
ニ
シ
鷲
鳥
翼
ヲ
張
ラ
ン
ト
ス
ル
ヤ
我
皇
赫
ト
シ
テ
斯
ニ
怒
リ
膺

懲
ノ
師
ヲ
起
シ
動
員
下
令
シ
諸
君
蹴
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